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　本年度は須田本家文書の写真撮影を継続するととも
に，永山村寛永検地帳の検討と，その屋敷地名請人につ
いての聞き取り調査からする寛永期集落の復元，及び，
道についての現地調査の計画を立てた。
　須田本家文書の写真撮影は未完で，今後も継続する予
定であるが，寛永検地帳の検討結果については，「茨城
県行方郡牛堀町旧須田家文書の研究一永山村寛永検地帳
を中心に一」の表題で「明治大学人文科学研究所紀要」
第50冊に報告した。報告は耕地所持面積からみた階層構
成や耕地の展開状況など基礎的事柄を検討しつつ，新田
開発や村切りについても言及し，新田開発については寛
永にいたる開発の中心は台地間の谷底平野上にあり，水
郷と呼ばれるこの地域特有の江間が付設された水田が霞
ヶ浦側の平野部に展開するようになるのは寛永以降であ
ることを指摘し，村切りについては牛堀村との関連で隷
属的農民をふくむ現実の耕作者を耕地名請人として掌握
するとともに村の範域を確定することがその目的であっ
たことを指摘した。
　集落の復元については成功しなかったが，その理由は
まだ十分な現地での聞き取り調査を実施し得なかったこ
とにある。しかし，果たして寛永期集落の復元が可能だ
ろうかという危惧もある。永山村には天保検地帳が残存
し，天保検地帳には屋敷地が耕地とともに小字の配列に
従って登録されているので，その屋敷地名請人名と寛永
検地帳のそれを対比することで，寛永期集落の復元が可
能と考えられるのだが，名前の一致＝継続性を多くは認
めることができないのである。寛永検地帳名請人76名
（寺社もふくむ）中天保検地名請人と同一名のものを数
えると，その数は10名ほどにすぎない。近世初期の農民
の名前・屋号の多くがなぜその後の名前・屋号として継
続しないのかということも近世の村の確立を考える際の
問題となろうが，しかし，永山村の寛永期における集落
の復元は全く不可能と断定できるということではない。
寛永期集落の復元については，もう少し調査を継続する
こととしたい。
　道についての調査というのは，永山・牛堀両村の霞ヶ
浦側を通る麻生・玉造・小川通を明治18年参謀本部測量
局迅速測図などにみると，牛堀村では古いと考えられる
路村状集落が途切れるところ，永山村ではそこから1500
㍍ほど同村に入ったところで，道は共に鉤の手状に曲げ
られている。確定はできないが，それは城郭に設けられ
る枡形と同じ目的で，直進する敵を防ぐために人為的に
つくられた道ではないかと推測される。そのような道は
牛堀・永山両村周辺の潮来村や常陸利根川対岸の村々で
も確認される。つくられた年代もまだ確定できていない
が，このような道が枡形同様の機能をもって近世初頭に
つくられたとすれば，史・資料の少ない近世初頭の農民
のおかれた社会的状況や結合関係を考える一つの手掛り
となるのではないかと考え，本年度はそれらについての
聞き取りなど現地調査を行ったが，十分な成果はえられ
なかった。この調査も継続することとしたいが，次年度
は当該地域以外におけるそのような道についても広く検
討したく考えている。
